
【課題】 

○家庭で、子どもが気持ちよく家庭学習に向かえるような声

かけをしてほしい。 

【内容】 

○子どもが家庭で学習に向かいたくなる効果的な言葉を集め

たポスターを作成し、各家庭で意識して取り組む。 

【実施方法】 

○保護者代表と学校代表の部会「家庭部会」を立ち上げる。 

○各家庭にアンケートを実施し、子どもたちが宿題（家庭学

習）に向かうことができる効果的な声かけの言葉について

収集する。 

○収集した言葉をまとめてポスターにし、各家庭に配布する。 

○活用した成果などをアンケートで収集し、お便りで各家庭

に発信する。 

【成果・効果】 
○家庭のスタイル、我が子の実態等に応じた声かけの大切さに  
 気づいてもらうきっかけになった。  

子どものやる気を引き出す言葉かけ集の作成と活用 
 「家庭学習のやる気を引き出すためのスイッチをＯＮにする言葉集」 

【ポイント】 
○保護者啓発は、保護者自身に課題意識をもたせる。 

（岩美中学校区） 
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【課題】 

○家庭でメディアに接する時間が長く、学習時間の確保ができ

ていない家庭を減らしたい。 

○テレビ、ゲーム、スマートフォン等の使い方や使用時間など

の約束をつくりたい。 

○学校が主導して示すのではなく、保護者も子どもも納得した

約束にしたい。 

【内容】 

○メディアコントロールにつながる約束の例を参考にして、各

家庭ごとにルールを決めて取り組む。 

【実施方法】 

○子どもや家庭の実態に合わせたルールを決められるように、

子どもと保護者が話し合って約束を決める。 

○各家庭の約束を「我が家の約束」として示し、家庭に掲示し

て意識化を図る。 

○学年・学級懇談やお便り等で、活用促進を図る声かけをする。 

【成果・効果】 
○子どもと保護者が、メディアとのかかわり方を考え、話し合う機会が設定できる。 
○メディアコントロールの意識が高まり、学習時間の確保につながる。 
○自分でメディア（ゲームなど）とのかかわり方を計画し、決められるようになる。（岩美中学校区） 

メディアコントロールのための約束づくり 「我が家の約束」の作成 

【ポイント】 

○メディアコントロールをすることで、学習時間が確保できることを周知する。 

 保護者と児童

生徒が、ともに意

識して取り組め

るように、署名式

にしました。 
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５ 家庭との連携を図る実践、PTA活動 
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